
 

将来の世代に引き継い
でいくべき地域を代表
するような良好な「眺
め」を、山形県が指定し
ています。 

 

地域づくりに取り組む
地元の団体や市町村
等は、県内の「眺め」
の指定を提案すること
ができます。 

 

多くの方に足を運んで
いただけるよう、現地
には、指定を記念した
プレートが掲げられて
います。 

「眺望景観資産」とは 

山形県景観条例に基づく 

「眺望景観資産」 



第１号 創造の森からの庄内平野の眺め 

《概要》 

 創造の森は、人と自然とふれあ
いの新鮮交流フィールド。創造
の森は、人と人との交流学習の
場となっている。 

 

 県を代表する山である鳥海山を
遠方に見据え、日本海に向け
て広がる庄内平野を一望できる。 

四季折々の景観を体感することが
できる絶景スポット 

←創造の森交流館のテラスからご覧ください 

↑冬は一面銀世界になります 

創造の森の交流館のテラス 
（鶴岡市羽黒字川代向山628） 

記念すべき第１号↑ 



第２号 下小松古墳群からの米沢盆地の眺め 

《概要》 

 下小松古墳群は、４世紀から 
６世紀にわたって造られた東北
有数の大古墳群。 

 

 整備された散策道を進んだ展
望箇所（T41号墳）からは、米沢
盆地の里山、屋敷林が点在す
る水田と奥羽山脈が一望できる。 

古墳群の展望から眺めるダイナミックな景観 

←T41号墳へ続く散策路も気持ちよさそう 

↑秋は水田が黄金色に染まる 

下小松古墳群T41号墳 
（川西町大字下小松） 

記念すべき第１号↑ 



第３号 ふれあい展望台からの山形市街地と 
それをとりまく山々の眺め 

《概要》 

 山形市街地から県道17号線を

西に向かったところにある展望
台。 

 

 眼下に広がる市街地と山々の
眺めは、訪れる人々を魅了する
絶景スポット。 

←地元の人々がまさに「ふれあう」場所 

↑土台に刻まれたプレート 

ふれあい展望台 
（山形市大字村木沢5863-4） 

地元の人々が愛する絶景スポット 



第４号 舟形若あゆ温泉からの山河と里の眺め 

《概要》 

 舟形若あゆ温泉は、平成４年に
湧出。浴場や露天風呂、テラスか
らの眺望は絶景で、心の癒しや爽
快感を感じることができる。 

 

 小国川の河岸段丘、農村の田園
風景、月山や葉山、大高根山、甑
岳、御所山、荷鞍山、遠くには蔵
王連峰まで見ることができる。 ←テラス席で休憩できます 

↑駐車場も広くてアクセス良好 

舟形若あゆ温泉 
（舟形町長沢8067） 

絶景といいお湯ですっきり爽快！ 



第５号 花咲山展望台からの上山市街地と 
それをとりまく山々の眺め 

《概要》 

 花咲山展望台は、かみのやま
温泉の葉山温泉街から葉山神
社に至る参道上にある。 

 

 上山市街地や蔵王連峰、北東
に目を向ければ遠く山形市内ま
で眺めることができる。 ←テラス席で休憩できます 

↑恋人の聖地として鐘を鳴らしに訪れる人も 

花咲山展望台 
（上山市高松字日向山2364） 

街を一望できる恋人の聖地 



第６号 大山公園～尾浦八景～からの自然と市街地と
庄内平野をとりまく山々の眺め 

《概要》 

 地元の酒造の２代目であった加
藤嘉八郎有邦氏が地域の人々の
憩いの場所となるよう私財を投じ
て昭和８年から８年間もの歳月を
かけて築造した公園。 

 

 小高い公園内の８か所に「尾浦八
景」と呼ばれる歌碑が建てられて
いて、それぞれの場所から一望で
きるよう整備されている。 

美しい自然と貴重な生態系、歴史的なまちなみを
一望できる景観スポット！ 

←展望台もあります 

↑県内で唯一、ラムサール条約の指定を 

 受けている上池・下池 

大山公園（尾浦八景） 
（鶴岡市大山） 

大山市街地及び 
庄内平野と 

それらを取り巻く山々 



第７号 御成山公園からの米沢盆地と 
それをとりまく山々の眺め 

《概要》 

 地域のシンボルとして親しまれ
ている御成山。標高390ｍに位
置し、市街地や周辺の山々を
一望できる。 

 

 周辺にはソメイヨシノなどの桜
並木が連なり、春には大勢の花
見客で賑わう。 

春は桜、夏は夜空ときどき花火、秋は朝もやの日の出、
冬は凛とした空気と、様々な表情を見せてくれる場所 

←春は桜が咲き誇る 

↑夕暮れ時の米沢盆地 

御成山公園 
（米沢市大字館山地内） 



第８号 楯山からの金山の街並みと 
月山・葉山の眺め 

《概要》 

 金山町役場から歩いて２分ほど
のところにある楯山。赤い鳥居
をくぐって散策路を上ったところ
に、金山の美しい街並みを見渡
せる場所がある。 

 遠くに目を移すと月山と葉山の
遠景も見ることができる。 

山並みと街並みの百年がかりの美景観 

←楯山へと誘う 

              赤い鳥居 

街には金山住宅が 

立ち並ぶ→ 

楯山 
（金山町大字金山2158-3） 



第９号 大平展望台からの庄内平野と 
海岸の眺め 

《概要》 

 鳥海ブルーライン沿いの四合
目にある大平展望台は、標高
1,000メートルの地点にある。 

 庄内平野ののどかな風景や 
海岸線を大パノラマで眺めるこ
とができ、天気が良ければ日本
海に浮かぶ飛島を見ることもで
きる。 

標高1,000メートルに立って、どこまでも広がる 
庄内平野と日本海を見渡そう 

振り返ると鳥海山が→ 

大平展望台 
（遊佐町吹浦字鳥海山） 

↑ぐるっと見渡せる大平展望台 


